
本
会
議
に
提
案
さ
れ
た
議

案
は
認
定
議
案
が
17
件
、
一

般
会
計
や
国
保
な
ど
特
別
会

計
の
補
正
予
算
議
案
8
件
、

職
員
の
勤
務
手
当
等
に
関
す

る
条
例
議
案
8
件
、
工
事
請

負
契
約
の
変
更
議
決
議
案
等

７
件
、
請
願
３
件
の
計
43
議

案
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は

収
・
支
出
に
18
億
１
３
１
８

万
円
を
追
加
し
、
支
出
で
は

財
政
調
整
等
各
種
基
金
積
立

に
10
億
５
千
万
円
の
ほ
か
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
策
と
し
て

市
の
公
共
施
設
の
手
洗
器
の

自
動
水
洗
化
工
事
費
や
五
月

町
防
災
会
館
解
体
工
事
費
と

消
防
資
機
材
倉
庫
新
築
工
事

費
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
で
は
前
年
度
の
繰
越

金
11
億
７
５
８
１
万
円
以
外

に
一
般
財
源
か
ら
各
基
金
へ

の
繰
入
金
５
億
４
３
５
７
万

円
が
お
も
な
内
容
で
す
。

国
保
事
業
会
計
で
は
市
が

県
に
納
め
る
一
般
医
療
給
付

費
や
後
期
高
齢
者
支
援
金
、

介
護
保
険
納
付
金
の
計
３
３

０
０
万
円
の
減
少
分
と
前
年

度
繰
越
金
を
財
源
に
国
保
財

政
調
整
基
金
に
約
６
千
万
円

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

国
保
診
療
所
施
設
会
計
で

は
感
染
者
対
応
従
事
者
慰
労

金
と
し
て
３
２
０
万
円
が
新

た
に
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

に
従
事
し
た
職
員
に
１
日
３

千
円
（
患
者
等
へ
の
接
触
者

は
４
千
円
）
を
防
疫
作
業
手

当
と
し
て
支
給
す
る
も
の
で

条
例
も
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

旧
宮
古
警
察
署
を
「
宮
古

創
生
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
管

理
に
必
要
な
条
例
案
も
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
貸
室
利
用
料

は
格
技
場
、
交
流
ホ
ー
ル
以

外
は
１
時
間
当
た
り
１
０
０

円
と
し
、
市
民
が
生
涯
に
渡

っ
て
つ
ど
い
、
学
び
あ
う
こ

と
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
も
の
で
来
年
４

月
１
日
の
施
行
で
す
。

川
井
地
域
バ
ス
条
例
の
一

部
改
正
議
案
は
10
月
12
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
も
の
で
新
里

地
域
バ
ス
の
運
行
を
定
め
る

も
の
で
、
路
線
名
、
運
行
距

離
、
使
用
料
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
新
里
地
域
は
一
律
１

０
０
円
。
川
井
地
域
は
従
来

の
小
国
線
の
経
由
地
点
に
新

田
が
追
加
さ
れ
料
金
も
利
用

区
間
で
異
な
る
内
容
で
す
。
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コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｂ
）
が
減

少
。
企
業
は
経
営

維
持
へ
、
雇
用
調

整
助
成
金
等
の
活
用
で
歯
を

食
い
し
ば
る
▼
宮
古
管
内
の

有
効
求
人
率
は
１
を
切
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
求
職
者
よ

り
働
き
口
が
少
な
い
、
と
い

う
意
味
。
東
日
本
大
震
災
以

降
、
復
興
事
業
が
地
域
の
経

済
を
牽
引
▼
市
の
場
合
、
製

造
、
建
設
、
水
産
加
工
業
が

求
職
者
の
受
け
皿
に
な
っ
て

い
る
。
中
で
も
心
配
な
の
は

水
産
加
工
業
。
原
料
と
な
る

魚
が
獲
れ
な
い
。
原
因
に
挙

げ
ら
れ
て
い
る
の
が
海
水
温

▼
魚
は
水
温
が
１
度
高
い
と

そ
の
海
域
に
は
入
れ
ず
、
人

間
に
例
え
る
と
10
度
の
高
さ

に
匹
敵
す
る
と
の
指
摘
も
あ

る
。
命
の
危
険
に
つ
な
が
る

熱
中
症
へ
の
警
戒
が
必
要
に

な
る
▼
今
は
、
誰
も
が
気
候

変
動
を
肌
で
感
ず
る
時
代
。

異
常
気
温
や
台
風
、
豪
雨
災

害
等
地
球
が
悲
鳴
を
あ
げ
て

い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
コ

ロ
ナ
だ
け
で
な
い
、
人
類
の

存
続
も
問
わ
れ
て
い
る
。

９
月
定
例
会
議
の
会
期
は
９
日
か
ら
10
月
９
日
ま
で
、
前
年
度
の
各
会
計
決
算
認
定

議
案
は
29
日
か
ら
３
日
間
、
各
常
任
委
員
会
の
分
科
会
審
査
方
式
で
行
わ
れ
ま
す
。

決
算
認
定
や
補
正
予
算
、
条
例
を
提
案

落合久三 午前１０時

１、新型コロナの影響

下で地域経済を守り発

展させるために

①市が実施して来た

事業継続諸支援策の評

価と課題への認識。

②「コロナ終息には、

まだ時間がかかる」も

とで、中長期の視点で

事業継続、雇用確保が

柱の対応。

③「地方創生臨時交

付金」２次配分への市

の実施計画内容と進捗

状況。

２、海面養殖トラウト

サーモンの水揚げ増へ

田中 尚 午後２時頃

１、教育立市政策

①リモート授業も可

能なＧＩＧＡスクール

実現への課題。

②「知、德、体」の

調和の取れた「生きる

力」等を育む教育方針

の評価と課題。

２、保健・医療政策

①保健所機能の復活・

強化が求められている

のでは。

②「地域医療構想」へ

の対応、及び医療機関

の減収補てん対策。

３、市税対応

①市の税収確保対策

市
は
９
日
（
水
）
、
旧
庁

舎
跡
地
整
備
の
進
捗
状
況
を

議
員
全
員
協
議

会
に
説
明
し
ま

し
た
。

跡
地
利
用
は

議
会
特
別
委
員

会
（
当
時
）
の

提
言
も
考
慮
、

整
備
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

検
討
は
旧
庁
舎

解
体
工
事
の
完
了
を
ふ
ま
え

た
も
の
で
旧
本
庁
舎
は
中
央

に
遊
具
ゾ
ー
ン

と
し
て
東
北
で

は
初
の
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
（
健

常
者
も
障
が
い

者
も
共
に
利
用

可
能
）
施
設
の

複
合
・
回
転
遊

具
を
整
備
す
る

内
容
で
す
。

特
徴
は
多
目
的
芝
生
広
場

に
年
齢
に
関
わ
り
な
く
楽
し

め
る
大
型
の
遊
具
（
３
歳
～

12
歳
児
）
の
整
備
で
す
。

藤
島
都
市
整
備
部
長
は
旧

庁
舎
跡
地
が
幼
時
か
ら
高
齢

者
ま
で
楽
し
め
る
遊
具
の
設

置
、
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
事
業

に
も
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
、

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が

期
待
で
き
る
と
整
備
方
針
を

の
べ
ま
し
た
。

一般質問に１５人が通告

旧
本
庁
舎
跡
に
複
合
・
回
転
遊
具

共
産
党
市
議
の
関
わ
る
各

請
願
の
紹
介
議
員
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。
☆
は
請
願
者

〇
消
費
税
５
％
へ
引
き
下

げ
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

☆
宮
古
民
商

﨑
尾
誠
会
長

落
合
久
三
、
藤
原
光
明
、

坂
本
悦
男
、
畠
山

茂

〇
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴

器
購
入
に
公
的
補
助
制
度
創

設
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

☆
全
日
本
年
金
者
組
合
宮
古

支
部

中
村
國
雄
支
部
長

田
中

尚
、
竹
花
邦
彦
、

木
村

誠
、
鳥
居

晋
、

西
村
昭
二

〇
安
全
・
安
心
で
ゆ
き
と

ど
い
た
教
育
実
現
に
つ
な
が

る
少
人
数
学
級
実
現
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出

☆
少
人
数
学
級
を
実
現
す
る

岩
手
の
会

田
代
高
章
代
表

田
中

尚
、
竹
花
邦
彦
、

落
合
久
三

３
請
願
の
採
択
に
尽
力

共産党市議団の登壇日は２３日（水）です。

以下、登壇順に通告の主な内容です。

五
月
町
防
災
会
館
解
体

国
保
積
立
金
に
６
千
万

１
０
月
１
２
日
施
行

定例会議の会期日程を提案する橋本議運委員長


